
三水小学校『活動の足跡』№７５

６／１９（水）人権について学びました～校長講話～

朝の活動の時間に，校長先生のお話が行われました。この日のテーマは，『人権につ
いて考えよう』です。はじめに，児童会目標『笑顔いっぱい～みんなであるこう～』の中に
も入っている『る：ルールを守ろう！』について考えました。｢ろうかを走ってはいけないの
は，なぜだろう？｣との問いかけに，パッと手を挙げて発表してくれたみなさん。｢転んで
けがをしてしまうから｣｢あぶないから｣｢めいわくをかけてしまうから｣といった意見が
出されました。自分の生活や日々の学校の様子を思い出しながら，自分の問題として
考えることができるってすごいなあと思いました。次に，様々なルールの中でも，『絶対
にやってはいけないこと』として，『人の悪口を言うこと』『人を傷つけること』『暴力をふ
るうこと』『いじめをすること』『おどすこと』があることを確認しました。その理由とし
て，再び挙手をしての発表，｢ちくちく言葉になるから｣｢みんなと遊べなくなってしまう
から｣｢友だちが減るから｣｢いじめをすると大きなことにつながってしまうから｣など，
多くの考えが出されました。発表を聴くことを通して，『つらい気持ちになるいじめや，
悲しい気持ちになるいじめは絶対にやってはいけない』ということを誓うことができたと
思います。最後に，校長先生から，『人権とは憲法（国のきまり）にもはっきりと書いてあ
ること』を教えていただき，『人権がこわされている』と感じたときには，『勇気をもって
止めること（１人では心細ければ２人…３人…４人，５人で。）』『（勇気が出せず直接言
えなくても）先生に伝えることで解決することもある』ことを学ぶことができました。
人権を守るには，自分ひとりではなく周りの友だち，そして全校の力が必要です。
全員が『笑顔かがやくいいづなっ子』になれるように，１年生から６年生まで『みんなの

力』『みんなの心』を合わせて，笑顔いっぱいの三水小学校をつくっていきましょう！


